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15. 平成17年度～平成18年度 特別研究員奨励費（代表）2,000千円 

自己組織化による超分子集合体を用いた有機-無機ハイブリッド材料の精密ナノ

構造制御 
16. 平成14年度～平成16年度 特別研究員奨励費（代表）3,500千円 

高度にナノ構造を制御した有機-無機ハイブリッド材料の創成 
 
国，地方，民間等との共同研究 
 
1)平成22年度 
大学連携研究設備ネットワーク（代表）800千円 



 

分子を認識して応答する導電性ナノハイブリッド材料の創製 
2)平成22年度～平成23年度 
シーシーアイ株式会社（代表）1,000千円 
シクロデキストリン誘導体の合成 
 
（４）受託研究（年度，研究題目，委託機関名，代表・分担等） 
1)平成29年度～平成30年度 
JSTさきがけネットワーク（代表）5,000千円 
有機化学的手法による結晶性3次元カーボン構造体の合成 
 
2)平成25年度～平成28年度 
JSTさきがけネットワーク「超空間制御と革新的機能創成」研究領域（代表）39,800
千円 

分子レベルで制御された次世代キラル超空間の創製と機能開拓 
 
3)平成26年度 
JSTセンター・オブ・イノベーション(COI)プログラム（分担）2,000千円 
革新材料による次世代インフラシステムの構築～ 安全・安心で地球と共存できる数

世紀社会の実現～ 
 
（５）企業・財団等の助成金（賞）（年度,企業・財団等名,研究題目,事業名又は賞名，

代表･分担等） 
1)平成25年度 公益財団法人岩谷直治記念財団岩谷科学技術研究助成金（代表）2,000
千円 

ポリロタキサン構造の形成に基づく高導電性PEDOT複合体の創製 
2)平成24年度 第38回公益財団法人日本証券奨学財団研究調査助成（代表）1,000千円 
ポリロタキサン構造の形成により高弾性率・引っ張り強度を示すポリエチレン繊維の

開発 
3)平成24年度 財団法人吉田科学技術財団（代表）300千円 
国際研究集会派遣研究者助成 
4)平成22年度～平成23年度 財団法人日揮・実吉奨学会（代表）2,000千円 
グラフェン－環状ホスト分子ハイブリッド材料の創製 
5)平成22年度 平成21年度中部科学技術センター学術奨励研究助成金（代表）300千
円 

パラ位連結環状ホスト分子Pillar[5]areneを基盤としたロタキサン・ポリロタキサンの

構築 
6)平成22年度 2010年財団法人国際科学技術財団研究助成金（代表）1,000千円 
フェノール性環状高分子－イオン液体ナノハイブリッド材料の創成 
7)平成21年度 池谷科学技術振興財団国際交流助成（代表）300千円 
空孔を介して�共役する新規pillar[5]areneの合成 
8)平成21年度 稲盛財団研究助成（代表）1,000千円 
分子を認識して応答する導電性カーボンナノチューブ－シクロデキストリンハイブ

リッド 



 

9)平成21年度 矢崎科学技術振興記念財団奨励研究助成（代表）1,000千円 
フェノール樹脂－イオン液体ナノハイブリッド材料の創成 
10)平成20年度 平成20年度北陸銀行若手研究者助成金（代表）1,000千円 
光学活性環状ホスト分子“Pillar[5]arene”の合成及び光学分割への応用 
11)平成20年度 石川カーボン科学技術振興財団研究助成（代表）400千円 
ピレンシクロデキストリンダイマーと単層カーボンナノチューブからなる超分子構

造の構築 
12)平成19年度 住友財団基礎科学研究助成（代表）1,000千円 
異種ホスト分子を利用した無機ナノ粒子集合体の精密構造制御 
13)平成19年度 三菱化学研究奨励基金（代表）1,000千円 
イオン液体を用いたポリフェノールの精密重合制御 
14)平成19年度 財団法人村田学術振興財団研究助成（代表）1,100千円 
分子を認識して応答する導電性超分子システムの構築 
15)平成19年度 徳山科学技術振興財団国際交流助成（代表）200千円 
シクロデキストリン－カーボンナノチューブハイブリッドの合成 
16)平成19年度 池谷科学技術振興財団研究助成（代表）1,500千円 
ナノ構造を形成する金属ナノ粒子－フェノール樹脂ハイブリッドの創成 
17)平成19年度 近畿地方開発センター研究助成（代表）1,200千円 
ホスト分子被覆カーボンナノチューブ組織体の構築 
 
その他： 
1. JSTプレスリリース 「ガス分子のサイズと形状を色の変化で見分け、 

安定に貯蔵できる 新たな空間材料の開発に成功」2017/4/17 
2. "Creating Precise Porous Caron Fibers", C&EN, ACS, 2015/5/11 
3. 「ＣＮＴ分散ヒドロゲル」、化学工業日報、2007/5/22 
4. 「1人2役の新型センサー開発」、日刊工業新聞、2006/5/29 
5. 「可変・消光する高分子」、化学工業日報、2006/5/22 


